
人 胃の有する造血物質 に就ての研究

第1編

胃 組 織 中 の 所 謂Castleの 造 血 物 質 に 就 て

岡山大学医学部津田外科教室(主 任 津田誠次教授)

助手 医学士　 岡 本 嘉 之

目 次

第1章　 緒 論

第2章　 実験材料並 に実験方法

第3章　 実験成績(其 の1)

第1節　 胃組織浸出 「エキス」注射

第1項　 胃潰瘍患者の 胃組織 「エキス」

注射

A 高酸度の胃液 を有する もの

B 無塩酸 性胃液を有する もの

第2項　 胃癌患者の胃組織 「エキス」注

射

第2節　 胃組織浸出 「エキス」70度30分

加熱後注射

第1項　 胃潰瘍患者の 胃組織 「エキス」

注射

第2項　 胃癌 患者の 胃組織 「エキス」注

射

第3節　 胃組織浸出 「エキス」100度5分

加熱後注射

第1項　 胃潰瘍患者の 胃組織 「エキス」

注射

第2項　 胃癌患者の 胃組織 「エキス」注

射

第4節　 直腸組織浸出 「エキス」注射

第4章　 実験成績(其 の2)

第1　 胃幽門〓部並 に体部組織浸出 「エ

キス」注射

第1項　 幽門〓部組織 「エキス」注射

第2項　 体部組織 「エキ ス」注射

第2節　 胃粘膜層並 に筋層浸 出 「エキス」

注射

第1項　 胃粘膜層 「エキス」注射

第2項　 胃筋層 「エキス」注射

第3節　 瀉血家兎血液像

第5章　 総括並 に考按

第6章　 結 論

主 要 文 献

第1章　 緒 論

最近消化器系統疾患が貧血発生に重要な関

係を有 し,消 化器は消化吸收 に関与す るのみ

な らず造血,貧 血 に特殊な役割を務めること

が注 目されて来 た.先 にはMinot & Murphy2)

は依 り肝臟中に造血物質の存在す ることが認

められ,貧 血 に肝臟製剤が使 用された.然 る

に1929年Castle3)-4)-5)が 悪性貧血患者 に牛

肉 に作 用させた健康人 胃液を攝取せ しめて貧

血の恢復 を観察 し,健 康 人胃液 中に牛肉に作

用 して造血作用を有する 因子 の存 在 を 発見

し,之 れを内因子 と名づ け,悪 性貧血患者の

胃液 には内因子の缺如 している ことを発見 し

た.1930年Sturgis & Isaacs6)7)8)は 豚 胃の

乾燥粉末を悪性貧血患者 に与 え,肝 臟製剤以

上の著効 を認め,豚 胃中には耐熱性の外 因子

と非耐熱性の内因子が存在 し,乾 燥中に外因

子 と内因子が作用 し造血物質が生成 されて造

血作 用 を現 わす ものと考 えられた.Bence9)

に依れば 胃全摘 を行つた後の 肝臟は造血を現

わ さず,現 今に於 ては造血物質は胃に於 て生

成 され,肝 臟 に貯蔵 されるものと信ぜられる

に至つた.Reimann, Salus & Weil10)は 明
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らか に 此 の 事 実 を 証 明 し て い る.以 来 胃 液

及 び 豚 胃 を 以 て 多 数 の 研 究 治 療 が 発 夫 さ れ

漸 次 造 血 物 質 の 本 態 が 究 明 さ れ つ ゝあ る,

(Sharp11), moris, schiff, Burger & Scher

mann12), Rosenow13), Jagie u, Klima14),

 Goedel15), Gutzeit16), Decastello17), Bartelmai

 u. Mainzer18), Renshaw19), Wilkinson20),

 Reimann u. Weil21), Henning u. Stieger22),

 Meulengracht23), Conner24)).豚 胃 組 織 が 悪 性

貧 血 の み な ら ず 種 々 の 貧 血 に 効 果 あ る こ と

は, Leschke26), Wilkinson20), Varga25), Bar

telmai & Mainzer18),福 井27),吉 野28),久 崎29),

児 玉30),久31),野 村32)等 の 実 験 が 証 明 し て

い る.人 間 の 胃 液 中 に 存 在 す る 以 上! .胃 組 織

に 於 て も豚 胃 と 同 様 に 造 血 物 質 が 存 在 す る 事

は 想 像 さ れ る.

1942年Fox & Castleは 心臟 又 は脳損傷

によ る死 亡 者 の 胃組 織 を使 用 し,1948年

Christensen1)は 銃 弾に依る死亡者の胃組織 を

使用し,悪 性貧血が回復す ることを実験 した.

癌性貧血 に於 ては 悪 性 貧 血 に於 けると同様

に,大 赤血球性に して低血色素性ならざるこ

とから,癌 患者には造血物質の減少,缺 乏が

あ り,貧 血の1因 をなすのではないか と云う

疑問が 起 る.胃 液 を以 ての 実験 はSinger33)34),

柴 田35)36),竹 内37),高 橋38),田 中39)40),別 所,

平岩41),美 甘42).鹿 又43)等 の 研究 が 有 るが,

その分 泌の 根源 た る 胃疾患 時 の 人 胃組 織 を以

て した実 験 成績 を見 ない .依 つ て私 は 胃癌,

胃潰瘍 患者 の 胃組 織 中 に於 ける造 血 物質 の消

長,そ の存 在部 位,胃 液 との関 係,性 状 惹 い

て は癌 性 貧血 との 関 係の有 無等 を 観察せ ん と

企 図 した.

第2章　 實驗材料並に實驗方法

手術 に依 り切除 され た胃癌,胃 潰瘍患者の

腫瘍,潰 瘍,浸 潤部 を除 き体部 よ り幽門部迄

の新鮮な 胃粘膜を取 り,そ の半量の同 胃の筋

層 を加 え,細 切 し,乳 鉢 を以 て泥状 とな し,

生理的食塩 水を 胃粘 膜の3倍 量加 えて24時

間室温にて浸出 し,遠 沈,濾 過す.之 れに稀

塩酸を微量加 えpH2-3と し,2時 間37℃

の孵卵器中に置 き造血物質生成の最適条件 と

な した後,重 曹を以て中和pH6.8と す る.

この浸出 「エキス」を一定期間飼育 し血液像

の略一定 した2瓩 内外の健康成熟雄性 家兎に

皮下注射す.注 射量は体重1kgに 対 して5c.c.

とし,連 続3日 間,1日1回 宛注射 した.注

射 完了後は翌 日よ り隔 日に一 定 侍 間 に採血

し,赤 血球数,白 血球数,血 色素量,網 状赤

血球数(竹 内氏法の変法によ り検 査 しⅠ.Ⅱ.

Ⅲ,Ⅳ 型 に分つ)及 び塗沫染色標 本に就 い

て3週 間に亘 り観察 した.

第3章　 實驗成績(其 の1)

第1節　 胃組織 浸 出 「エキ ス」注射(本

文 中の○ 中の数 字 は実験 家 兎番 号 とす)

第1項　 胃潰瘍 患 者 の 胃組 織「エキ ス」注射

A 高 酸 度の 胃液 を有 す る もの

1.　 材 料　 伊 〇 四〇　 男31才.　 胃十 二指

腸 潰 瘍,赤 血球数445万,白 血 球数7600,血

色素 量85%,胃 液,総 酸 度70,遊 離塩酸60,

乳酸(-).ペ プ シ ン(＋).合 併症(-).寄

生 虫卵(-).胃 切 除.

2.　 実 験 成績　 家 兎No. (9) No. (10)に 注 射

す る に共 に著 明な造 血作 用を認 め た.即 ち注

射 后一般 状 態,体 重 に著 変 な く,赤 血 球数 は

注射 前(9)490万,(10)566万 で あつ たが,注 射

完 了後 は一 過 性 に減 少 し,(9)は 注射后1日 目

に462万,(10)は3日 目に509万 と成 り,以 后

増 加 を初 め注 射完 了后7日 目及 至9日 目には

注 射 前の値 を遙か に越 えて増 加 を続 け,(9)は

15日 目に54〓 万,(10)は17日 目 に632万 と各

注 射 前 よ り58万,66万 の最 高 増加 を見 た.

血色素血 も略赤血球数 に一致 して増減 し,注

射前83%,92%の ものが(9)は1日 目に77

%,(10)は3日 目に87%に 減 少 し,以 後 増加

を続 け(9)は15日 目に92%,(10)は17日 目に

102%に 達 し,注 射前 よ り9%,10%の 最高

増加 を見 た.し か しその増加は僅かに赤血球

増加 よ り遅延の傾 向にあ り.網 状赤血球数 は

最 も著 明に増加 し,注 射完了后直ちに増加を

初 め,注 射前(9) 1.0%, (10) 1.2%の ものが赤

血 球数が注射前の値を越 えて増加す る頃に最
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表1.

高 と成 り,(9)は9日 目に3.1%,(10)は7日 目

に4.0%に 増 加 し,各 々 注 射 前の3.1倍,

 3.3倍 と成 つ た.然 も Ⅰ型,Ⅱ 型 の増加 を主

と した.以 後漸 次減 少 して3週 間 后 に は 略

注射 前 の値 に復 した.白 血 球 数 は 注 射 前(9)

7400,(10)9400が 増加 し 網 状赤 血球 数 最高 増

加 日に一 致 して(9)は13000,(10)は13200と 成

り,注 射 前の1.9倍,1.4倍 の増加 を 示 し,

以 后減 少 して3週 間 后 には注射 前以 下 の数 と

成 つ た.塗 沫 染色 標本 に於 ては 白血 球 数 の増

加 と相 前 後 して好 偽酸性 細 胞 の増加,淋 巴球

の減 少,従 つ て好僞 酸性 細 胞 と淋 巴球 の比

増 加 し,注 射 前 の比(9)0.25,(10)0.24の も の

が,(9)は9日 目 に は1.34,(10)は11日 目に

0.81と 各 々5.4倍, 3.4倍 に最 高 増加 し,以

後 減 少 し3週 間 后 に は注射 前 に近 い比 と成つ

た.(10)に 於 て は左方 核移 動 あ り,桿 状 核細胞

の増加,幼 若型 の出現 あ り,大 単核細胞 も叉

増加 し,注 射前1.5%, 0.5%の ものが,(9)

は9日 目に4.5%,(10)は11日 目に5.5%と

各 々3倍, 11倍 の増加を見た.以 上の所見 よ

りして注射后一過性 に赤血球数,血 色素量は

減少する も,そ の后 は反対 に急速に上昇 し,

注射前の正常値を遙か に越 えて増加す る.網
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状赤血球数の著明な増加,好 僞酸性細胞の増

加,左 方核移動,大 単核細胞の増加等の所見

はいづれも強い造血器の機能の刺戟症状を示

し,明 らかに 「エキス」中に著明に造血物質

の存在を示したものである.

B　 無塩酸性 胃液 を有す るもの

1. 材料.　三〇 民○郎,　男,　42才,　胼脂性

胃潰瘍,赤 血球数380万,白 血球数7800,血

色素量70%,胃 液,総 酸度前液3 (後 液5),

遊離塩酸前後液共 にな し,合 併症(-),寄

生虫卵(-),胃 切 除

表2.

実験成績(表2)家 兎2匹No.(7)No.(8)に

注射するに, Aの 実験 と殆 んど同程度に著 明

な 造血作 用を 認め た.即 ち赤血 球数 並 に血 色

素 量 は注射 前(7)90%, 503万,(8)92%, 571

万 の ものが 注射 後5日 及 び3日 目に各 々(7)83

%, 454万,(8)87%, 538万 と減 少 し,以 后

増加 を初 め13日 目及 び9日 目には 注 射 前 の

値 を越 えて増加 し, 19日 及 び17日 目に(7)98

%, 577万,(8)101%, 630万 と注 射前 よ り

各 々(7)8%, 74万,(8)9%, 59万 の最 高増

加 を示 した.網 状 赤血 球 は直 ち に増加 し初 め

(7)0.9%,(8)0.8%の も の が11日 目 に は3.1

%, 2.3%と3.4倍, 2.9倍 に最 高 増加 し,

以 后減 少 して3週 間 目 にて も尚 注射 前 の値 よ

り高 値 であつ た.白 血 球 数 は(7)11600,(8)
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7600の ものが 注 射 后 直 ち に 白血 球増 多 症 を

現 わ し9日 目には⑦17200,(8)14400と1.48

倍, 1.87倍 に最 高 増加 し,以 後 減 少 の 傾 向

を た どつ た.塗 沫 標本 にては 注射 后次 第 に好

僞酸 性 細 胞 は増加,淋 巴 球 は減 少 して, 9日

及 び13日 目 に そ の 比 最 高 に 達 し,注 射 前

0.36, 0.23の 比 が0.77, 0.73と2.1倍, 32

倍 に増加 した.又 左方核 移動,幼 若型 細胞 の

出現 あ り,大 単核 細胞 は2%, 2.5%が6%,

 7%と3.0倍, 2.9倍 の増加 を見 た.各 血 液

成分共 に前述Aの(9)(10)の 場合 と殆 ん ど 同程

度の変化を示 し,強 き造血器の刺戟状態 と成

り, Aの 赤血球数及び血色素量の平均最高増

加62万, 9.5%と 同程度に, 66.5万, 8.5%

の平均増加で,そ の増加 はAよ り数 日遅延 し

たが 「エキス」中にAと 略同 じ程度の造血物

質の存在を認めた.即 ち胃潰瘍患者の胃組織

中には高酸度 胃液を有する ものも,無 塩酸 胃

液 の もの も,そ の有す る造血物質は同じ程度

で,そ の消長は特別に 胃液 酸 度 に関 係 しな

い.

第2項　 胃癌患者の 胃組織 「エキス」注射

1. 材料　 矢○幸○.　男.　61才.　 胃癌 Ⅳ

型(円 柱上 皮癌 及 び 単純癌),赤 血球数310

万,白 血球 数6800,血 色素 血64%,胃 液,

総酸 度前液13.5 (後 液8)遊 離 塩酸 前 后液共

にな し,乳 酸(-),ペ プシ ン(-),合 併症

(-),寄 生 虫卵(-),胃 切 除.

表3.

2. 実験 成績(表3)家 兎No(5), No(6)

に注 射す るに,軽 度乍 ら血 液 像 に変 化 あ り,

少量 な る も造血 物 質 の存 在 を認 め た.即 ち赤

血球 数 は638万, 672万 で あつ た ものが, 3

日目に543万, 639万 に迄 減 少,以 後増 加 し,

11日 目には注 射前 の値 を越 え(5)は15日 目に

676万,(6)は19日 目に697万 と,注 射 前 よ り

38万, 25万 の増加 を した.血 色 素 量 も赤血

球数 と略平 行 し, 96%, 93%の ものが15日

目に99%, 19日 目 に98%と3%, 5%の 増

加 あ り.網 状赤 血 球数 は1.2%, 0.8%が9

日 目 に3.5%, 2.0%と2.9倍, 2.5倍 に 増 加,

白 血 球 数 は8400, 8200が11日 目 に14200,

 12600と1.67倍, 1.53倍 に 増 加,好 僞 酸 性

細 胞対 淋 巴球 の比 は0.23, 0.32が11日 目に

(5)は0.68, 9日 目 に(6)は0.66と2.9倍, 2.1

倍 に増加,大 単 核 細胞 も3.0倍, 2.2倍 に増

加 した.そ の増 加 は第1項 の赤 血 球数58万,

 74万, 66万, 59万 に比 し38万, 25万,血 色

素 量 は9%, 10%, 8%, 9%に 比 し3%,
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5%.網 状 赤 血 球数 の 倍率 は3.1倍, 3.3倍,

 3.4倍, 2.9倍 に比 し2.5倍, 2.9倍.大 単核

細胞は3.0倍, 11.0倍, 3.0倍, 2.8倍 に比

し3.0倍, 2.2倍,好 僞 酸性 細 胞対 淋 巴球 の

比は5.4, 3.4, 2.1, 3.2に 比 し2.9, 2.1で

いつれ も軽 度 で あ り,胃 潰 瘍 患者 胃組織 「エ

キス」注 射 の場 合 よ り少量 であ るが或 程 度 の

造 血物 質の存 在 を認 め た.No.6. 材料. 仝上

第2節　 胃組組織浸出 「エキス」

70度30分 加熱後注射

前節に於て行つた実験 は果 して造血物質の

みによる血液 像の変化であちうか.一 過性の

貧血が起 り,そ の後に造血の現象 を起すので

あるが,所 謂組 織 毒 の 影 響 に よ り貧血を起

し,そ の反動 として補血の意味 に於 で造血器

が剌戟 され一時 は注射前の正常値 を越 えた造

血現象と見 られる像を惹起す るのではないか

と云う疑問が起 り,組 織毒の作 用があるとし

ても,Castle等 の云 う如 く生成 されたる造血

物質は軽 度 の 熱 に破 壊 されないもの とすれ

ば,「エキス」を僅か に加熱す ることに依 り組

織毒の影響を少 くして注射 し,そ れによ り主

として造血物質のみに依る血液像の変化が求

あられ ると考えた.此 の 血液像の変化 と第1

節の各血液像 との相異の有無を確かめんとし

て次の実験を行つた.

第1項　 胃潰瘍患者の 胃組織 「エキス」注

射

1.　 材 料.　金 ○栄 ○ 郎.　 男.　 45才 .　胃潰

瘍,赤 血球 数496万,白 血 球 数71OO.血 色素

量98%,胃 液,総 酸度 前液45(後 液53)遊

離塩 酸 前後32(後 液33),乳 酸(-),ペ プ シ

ン(+),合 併症(-),寄 生虫 卵(-),胃 切

除.

2.　 実 験 成績(表4)殆 ん ど尋 常 に近 い 胃

潰瘍 患者 胃 組織浸 出 「エ キ ス」 を70度30分

加 熱 後,家 兎No(1),No(2)に 注射 す るに,

血 液 像 に於 て各成分 共 に第1節 第1項 の場 合

と全 く同様 な曲線 を示 し,同 程 度 に著 明な 造

血 作 用を認 め た.即 ち血 色 素 量,赤 血 球数 は

注 射 前(1)93%, 694万,(2)91%, 615万,

の ものが5日 目には85%, 662万,(2)78%,

563万,に 迄 減 少 し,以 後増 加 し17日 目に

は(1)103%, 789万,(2)99%, 685万 と注射

前 よ り①10%, 95万,(2)8%, 70万 の最 高

増 加 を見 た.網 状赤 血球 は1.1%, 1.6%の

もの が注 射 后直 ちに増 加 し初 め9日 目に3.6

%, 5.6%と3.3倍, 3.6倍 の 増加 を示 し,

しか も Ⅰ型,Ⅱ 型 が著 明 に増 加 し,以 俊減 少

し注 射 前の値 に近づ いた.白 血 球数 は8200,

 720Oが7日 及 び9日 目に13600, 14200と1.66

倍, 1.97倍 に増加 し以 後 は減 少 し3週 間 目に

は 注射 前近 くの値 と成 つ た.好 僞酸 性 細 胞対

淋 巴球の 比 は0.23, 0.49が11日 目には0.55,

 1.25と 各2.4倍, 2.6倍 に増 加 し,左 方 核移

動 あ り,大 単核 細胞 も4.0倍, 3.3倍 に増加

した.此 等各 成分 の 増減 曲線及 び増 加 率 は 全

く加熱 せ ず して注射 した第1節 第1項 の場 合
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と同様 で ある.

表4.

第2項　 胃癌 患 者の 胃組 織 「エ キ ス」注射

1. 材 料.　 仁 ○ マ○ ヱ.　 女.　 46才.　 胃癌

Ⅳ 型(硬 性癌),赤 血 球数306万,白 血 球数

8000,血 色素 量63%,胃 液.総 酸 度(後 液

37)遊 離 塩 酸 な し.乳 酸(+)ペ プ シ ン(-),

合併 症(-),寄 生 虫卵(-).胃 切 除,

2. 実験成績(表5)上 述の 胃癌患者の 胃

組織浸 出 「エキス」を70度30分 加熱後家兎

No(3), No(4),に 注射 し,第1節 第2項 の加

熱 せず注射 した場 合と略同様な血液 像の増減

曲線並 に同程度の増加〓を得た.即 ち赤血球

は612万, 652万 の ものが(3)は3日 目に550

万,(4)は 注 射翌 日に599万 に減 少 し, 17日

目に66〓 万, 701万 と各49万 の 最 高増 加あ

り,血 色素 量は83%, 86%が 翌 日に80%, 

78%に 減 少 し以 后増 加 し, 17日 目に89%,

 92%と 各6%の 最 高 増加 す.

網 状 赤 血 球 は1.1%, 1.8%が11日 目 及 び

9日 口 に2.0%, 2.9%と1.8倍, 1.6倍 の

増 加 あ り,白 血 球 数 は10400, 7200が13日

及 び11日 目 に14800, 14000と1.42倍, 1.25

倍 の 増 加 有 り.好 僞 酸 性 細 胞 対 淋 巴 球 の 比 は

0.34, 0.27が9日 及 び11日 目 に1.10, 0.82
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と成 り3.2倍, 3.1倍 と成る.大 単核細 胞は

7倍, 3倍 に増加 した.前 項の実験 に比 し各

成分は非常に低 い増加率を示 したが,第1節

第2項 の場合 と同様輕度乍 ら造血物質存在を

認めた.

表5.

第3節　 胃組織浸出 「エキ ス」100度

5分 間加熱 后注射

第1項　 胃潰瘍患者の 胃組織 「エキ ス」注

射

1. 材料.　毛○三 ○ 郎.　男.　36才.　 胼 〓 性

胃潰瘍.赤 血 球数401万,白 血 球数 も600,血

色 素 量79%,胃 液.総 酸 度 前液2.5 (後 液

68)遊 離塩 酸 前液0 (後 液55)乳 酸(-)ペ

プシ ン(+)合 併症(-)寄 生 虫卵(-)胃 切

除.

2. 実 験 成 績(表6)上 記 の 胃組 織 浸 出

「エ キ ス」 を100度5分 加 熱 后家 兎No (13),

 No (14)に 注 肘 す るに 赤血球 数,血 色素 量 は(13)

 510万, 66%(14) 503万, 66%が3日 目及 び

1日 目に(13) 476万, 63%及 び(14) 471万, 56

%に 減 少し,以 后増 加 し初 め, 9日 目には 注

射前 の値 を 越 えて 尚増 加 を続 け, 17日 目及 び

15日 目に(13) 570万, 74% (14) 573万, 77%に

各(13) 60万, 8% (14) 70万,11%の 最 大 増 加
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を示 した.網 状 赤 血 球数 は 注射 后直 ちに増 加

し初 め2.1%, 1.5%で あ つ た ものが13日 目

及 び7日 目 に5.7%, 5.8%に2.7倍, 3.9

倍 の最 大 増加 を示 した.白 血 球 も又注 射 后直

ち に増 加 し初 め5日 目及 び7日 目に注 射 前の

1.87倍, 2.08倍 に最 大 増加 し,以 后 漸 次 減

少 し, 3週 后 には 注射 前 の値 に近 づ い た.好

僞 酸性 細胞 対淋 巴 球 の比 は注 射 后増 加 し初 め

0.65及 び0.41が5日 目及 び11日 目に1.31,

 0.85と2.0倍 及び2.1倍 に増加 し以 后減 少

し,最 大増加の頃 には幼若型並 に桿 状核細胞

の増加 を来 し左方核移動を示 した.又 大単核

細胞 も2.6倍, 1.9倍 に増加 した.以 上の造

血器の著明な刺戟状態 を示 し造血を来 し,「エ

キス」中に加熱せ ざる 「エキス」を注射 した

場 合と同様 に,同 程度の造血物質の存在を認

めた.

第2項　 胃癌 患 者 の 胃組 織 「エ キ ス」注射

1. 材 料.　森○ 良 ○.　男.　59才.　 胃癌 Ⅱ型

(膠 様癌,円 柱上 皮癌)赤 血 球数305万,白

血 球 数8100,血 色素 量66%,胃 液総 酸度 前

液2.5 (後 液2.5)遊 離 塩 酸 な し.乳 酸(+),

ペ プシ ン(-),合 併 症(-),寄 生 虫卵(-),

胃切 除.

表6.
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2. 実験 成 績(表7)上 記 の 胃 組 織 浸 出

「エキ ス」を100度5分 加 熱 后 家 兎No(11),

 No(12)に 注 射す るに,網 状 赤 血球 数 は3.7%,

 3.5%が 注 射后 増加 し初 め, 7日 目及 び11日

目に7.6%, 6.1%と2.0倍, 1.8倍 に増加

し,好 僞酸 性 細胞対 淋 巴 球 の比 は0.36, 0.65

が注 射后7目 目に1.28, 1.38と3.5倍, 2.1

倍 に増加 し,幼 若 型,桿 状 核細 胞 の増 加 を 伴

い,大 単核細 胞 も又3.0倍, 1.5倍 に増 加 し,

軽 度なる も造血器 の刺戟 症 状 を現 わ し,そ れ

と共 に一時減 少 した血 色素 量,赤 血 球 数 が注

射 前 の 値 を 越 え て増 加 し(11)は15日 目に4

%, 31万,(12)は17日 目に5%, 53万 の増加

を来 した.即 ち第1項 の胃潰瘍患者の 胃組織

「エキス」注射の場 合よ りその造血器刺戟程

度並 に造血は軽度であるが,前 節の 胃癌患者

の 胃組 織 「エキス」注 射 及 び70度, 30分

加 熱 后 注 射 の 場 合 と同 程 度 の 造 血を来 し

た.

以上 第2節,第3節 の実験 よ り造血物質は

70度30分, 100度5分 の加熱 に て は全 く変

化を来 さず,此 の家兎血液像はもし存在する

として も組織毒なるもの によつて殆んど影響

されないものと認め られた.

表7.
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第4節　 直腸組織浸出 「エキス」注射

1. 材料.　山○ 周○.　男.　56才.　 直腸癌 の

為め切断 された直腸 の腫瘍端 よ り上方7cmよ

り切 断端に至 る間の略正常 に発育 した直腸粘

膜に2分 の1量 の筋層 を加 え,第3節 の加熱

胃組織浸出 「エキス」と同様 に処理 し,家 兎

No(15), No(16)に毎瓩5c.c.づ ゝ1日1回3日

間連続注射 した.

2. 実 験 成績(表8)網 状 赤 血球 数 は共 に

1.6%,の ものが 注射 后(15)は1.4%と2.3%

の 間 を(16)は1.6%と2.6%と の間 を上 下 し,

最 高増 加 の時 も各1.6倍 で あ り,好 僞酸 性 細

胞にも著明なる増加を見ず,注 射后好僞酸性

細胞対淋巴球の比 の最高増加1.7倍, 1.5倍

で左方核移動 な く,大 単核細胞の増加1.2倍

に 止ま り造血器の刺戟症状 を示 さず,赤 血球

数は(15)592万 が注射后532万 か ら604万 の間

を上下 し,(16)は563万 が512万 か ら572万 の

間を上下 し最 高 増 加時 も12万 及び9万 の増

加 に止ま り,血 色素量は(15)72%が66%と72

%の 間 を,(16)68%の ものが62%か ら70%

の間を上下 し殆ん ど造血を来 さず,直 腸組織

「エキス」中には造血物質は缺如す る ものと

認められる.

表8.
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第4章　 實驗成績(其 の2)

第3章 に於て胃潰瘍及び胃癌患者の胃組織

中に造血物質の存在することを認め,胃 癌患

者の胃組織中には造血物質が減少している事

実を家兎血液像 よ り証 明 し得 たが,造 血物質

の胃組織中の存在部位を明 らか にすべ く,又

家兎潟血貧血 后の貧血回復状 態を検 査せん と

し以下の実験を行つた.

第1節　 胃幽門寳部並 に体部組織浸 出

「エキス」注射

材料.　足○ 光○.　男.　39才.　 十 二 指 腸 潰

瘍,赤 血 球 数, 440万,白 血 球 数8800,血 色

素量85%胃 液,総 酸 度 前液99 (後 液95)

遊離塩 酸前 液82 (後 液81)合 併 症(-),寄

生虫卵(-).胃 切 除.

上記の貧血なき高酸度 胃液 を有 し,胃 粘膜

の変化軽度な十二指腸潰瘍患者の 胃組織を幽

門寳部 と体部 に分 け,そ れぞれ前章 と同様 に

して浸出 「エキス」を作製 し,家 兎No21,

 No28の 腹腔内に皮下 と同様 に毎瓩5c.c. 3日

間連続注射 した.

第1項　 胃幽門寳部組織 「エキス」注射

家 兎No21 (表9)赤 血 球数,血 色素 量 は

586万, 80%,の もの が2回 注射 后542万,

 78%と 成 り3回 注 射后3日 目には530万, 76

%に 減 少 したが,以 后 増 加 し, 13日 目には

636万, 88%に 達 し注射 前 よ り50万, 8%の

増 加 を来 した.網 状赤 血 球数 は1.9%が 注 射

后7日 目に4.0% (2.1倍)に 増加,白 血 球

数 は9日 目に1.62倍 に増加,好 僞 酸 性 細 胞

対 淋 巴球 の比 は9日 目に3.9倍 に増 加 し,左

方 核移 動 あ り,大 単 核細 胞 は3.0倍 に増 加 し

た.

第2項　 胃体部組織 「エキス」注射

表9.

家兎No(22)(表9)網 状赤血球数 は注射前

1.0%が 注 射 后 直 ちに増加 し, 9日 目に3.9

% (3.9倍)に まで増加 した.好 僞酸性細胞

も又漸次増加 し5日 目に好僞酸性細胞射淋巴

球の比 は注射前の5.4倍 と成 り,左 方核移動

あ り,大 単核細胞は注射前の3.5倍 に増加 し,

著 明な造血器の刺戟症体を示 し,一 時減少 し

た赤血球数,血 色素量は注射后7日 目には注

射前の値 を越 えて増加 を 続 け17日 目にはそ
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れそれ注射前よ り79万, 14%の 増加を示 し

造血 した.こ の増加率を第1項 の増加率 に比

較す るにいつれ も後者が高度であ り,幽 門寳

部組織 「エキス」 よ りもその作用は著明であ

る.No.22 材料 足○ (胃体部組織)

第2節　 胃粘膜及び 胃筋層浸 出 「エキス」

注射

材料.　木○ 義 ○.　男.　42才.　 胼胝 性 胃潰 瘍.

赤 血 球数516万,白 血 球 数7000,血 色 素 量

93%,胃 液.総 酸 度(後 液99)遊 離塩 酸(後

液42)乳 酸(-),ペ プシ ン(+),合 併 症

(-),胃 切 除.こ の 胃組織 の 中,体 部 の 粘膜

層 と筋層 とを分 離 し,各 々別個 に浸 出液 を作

製 し, 3日 間1日1回 毎瓩5c.c.家 兎 皮下 に

注射 した.

第1項　 胃粘膜 「エキス」注射

家 兎No.28 (表10)赤 血 球 数,血 色素 量 は

注射 前510万, 85%が 注 射 后15日 目に568

万, 93%と 注射 前 よ り58万, 8%の 増加 を

示 し,網 状赤 血 球数 は1.0%が7日 目に2.5

% (2.5倍)に 増加,好 僞酸性細胞対 淋巴球

の比 は9日 目に5.3倍 に増加 し,左 方核移動

あ り,大 単核細胞は4.0倍 に増加 した.

第2項　 胃筋層 「エキス」注射

家兎No.27 (表10)血 液各成分共 に殆んで

増加 を示 さず,各 成分の最大増加は血色素量

3%,赤 血球数14万,白 血球数1.31倍,網

状赤血球数1.2倍,大 単核細胞2.0倍,好 僞

酸性細胞対淋巴球の比2.6倍 に 止ま り,著 明

な造血器の刺戟状態を示 さず増血 を来 さず,

造血 作 用を 認 め ない.第1項 の 胃粘膜浸出

「エキス」注射 に於 ての血 液 各 成 分 の 増加

率 は第3章 の 胃組織(胃 粘 膜1量+胃 筋層

1/2量)浸 出 「エキス」注射 の 増 加 率 より低

い.胃 筋層のみの 「エキス」注射 にては造血

作 用を呈 しないにか ゝわ らず,胃 粘膜 に筋層

を加へ ることに よ り造血作 用は増強 されてい

る.之 れは胃粘膜中には内因子(造 血因子)

と外 因子が存在 し,筋 層中には造血因子は缺

如するも外因子が存在 し,胃 粘膜中の外因子

の不足を補つて造 血物質生 成 が 充 分 に行 わ

れて,造 血作 用を増強する もの と考 え られ

る.

第3節　 瀉血家兎血液像

家兎No.28 (表10)毎 瓩10c.c.の 瀉 血 を

行 いその血液 回復曲線 を観察するに,網 状表

血球数 は6日 目に1.9倍 に増加,好 僞酸性細

胞対淋巴球の比 は2.5倍 に増加する も大単核

細胞の増加な く,左 方核移動 もな く,軽 微な

造血器の刺戟症状 を示 し,血 色素量,赤 血球

数は注射前の値 に復す るもそれ以上 に増加せ

ず,造 血物質含有 「エキス」注射 とその血液

像は相異する.
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表10.

第5章　 總括並に考按

Fox u. Castle, christensen1).は 健 康 人 の 胃

組織中には豚 胃に於 けると同様 に造血物質の

存在を証明 した.そ の造血物質は内因子(造

血 因子)と 外因子に分れて存在 し,内 因子は
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胃液 中に分泌 されて食物中の外因子 と作 用し

て造血物質を生成する ものであるが,胃 組織

を使用する場 合は組織中の的因子 と外因子が

造血物質を化生 して造血作 用を現わす.私 は

胃癌及び胃潰瘍患者の 胃組織浸出 「エキス」

を家兎に注射 し,そ の血液像を3週 間に亘 り

観察 して,程 度の差はあるが造血器を刺戟 し

て造血作 用を現 わす,所 謂造血物質が胃癌及

び胃潰瘍患者 の胃組織 「エキス」中に存在す

ることを実証 した.

造血 物質 の存 在 部 位 に就 て,豚 胃に於 て は

Meulengracht23), Henning u. Burgsch22)等 に

依 れば 幽 門 寳 部 組 織 が最 も多 く含有 してい

る.人 胃に於 てはFox等 の実 験 と同 様 に 私

の 実験 に於 て も体部 組織 の方 が 造 血作 用は 強

か つ た.し か し幽門 寳部組 織 に於 て も相 当度

の 造 血作 用が あつ た, Willkinson20), Meulen

gracht23), Leschke26)等 は豚 胃の 胃 筋 層 部 に

も造 血物 質 の存 在 を主 張 して い るが,私 の実

験 に於 て は 人 胃の 筋層 部 の みの 浸 出「エ キス」

注射 にて は造血 作 用 を現 わ さず,胃 筋層 には

外 因子 は存 在 して も造血 因子 は存 在 しな い も

の と考 え られ た.

外 因 子 はCastle3), Reimann u. Weil21),

 Minot & Mu phy2), Foutr, Helmes & Zer

fas45)田 中40)等 に依 り種 々の動 植 物 体 に存 在

し,筋 肉,肝 臟 中 に最 も多量 に存在 す る こと

が 実験 され て いる.私 の 実験 に於 ては 胃粘膜

に 胃筋層 を加 え る ことに依 り外 因 子の 不足 を

補 つ て 胃粘膜 の みの場 合よ りも造血作 用を増

強 した.

その造血機転 は注射后一時的貧一血を来す も,

注射后直 ちに網状赤血球数の著明な増加,白

血球数の増加,好 僞酸性細胞の増加,大 単核

細胞の増加,淋 巴球の減 少,左 方核移動等 を

起 し,造 血器の刺戟状態 と成 り,次 いで赤血

球数,血 色素量の増加 を起 し,正 常値 を越 え

て造血現象 を現わす もので,造 血物質は骨髓

の刺戟物 と考えられ る.試 みに瀉血に依 り,

その血液像の回復曲線を観察す るに決 して胃

組織 「エキス」注射の如 き著明な造血器の刺

戟症状 も造血現 象 も現わ さず,又 直 腸 組 織

「エキス」や胃筋層 のみの浸 出 「エキス」注

射に於て も造血作 用を呈せず,直 腸組織 「エ

キス」,胃筋層のみの浸出 「エキ ス」,中には造

血物質の存在を否定 し得 た.

又一時性の貧血並 に造血現象は70度30分,

 100度5分 の加熱 に依つて変化を来 さず,此

の現象は組織毒による影響ではな く造血物質

による変化で生成 された造血物質は或程度の

耐熱性 を保持 している.

胃潰瘍 患者の胃組織 「エキス」注射 にては

家兎血液 像に著 明な変化を起 し,造 血器の剌

戟状態を惹起 した後 に,赤 血球数 は最高58万

乃至95万,血 色素量 は8%乃 至11%の 増加

をなし,胃 潰瘍患者の胃組織 「エキ ス」中に

は著 明な造血物質の存在を認めた.胃 癌患者

の胃組織 「エキ ス」注射家兎 に於 ては赤血球

数の最高増加25万 乃至53万,血 色素量の最

高増加3%乃 至6%で 造血作 用を示 したが,

胃癌患者の 胃組織 「エキス」中に含有 されて

いる造血物質は胃潰瘍患者の 胃組織「エキス」

中に存在する造血物質 よ り著 明に減 少 してい

ることを認めた.此 の事実 よ り癌性貧血の一

因として造血因子の減少が考え られる.

胃潰瘍患者の胃組織 「エキス」注射 に於て

高酸度胃液を有する もの も,無 塩酸 胃液を有

す るものに於 て も同程度の造血作 用を示 し,

胃液酸度と造血 因子とは特別な関係を認めな

かつた.

第6章　 結 論

私は胃癌及び胃潰瘍患 者の胃組織浸 出 「エ

キス」を家兎に注射 し,そ の血液像を観察 し

て次の結論 に達 した.

1) 胃潰瘍患者の胃組織 「エキス」中には

著 明な造血物質が存在す る.

2) 胃癌患者 の胃組織 「エキ ス」中には造

血物質 は減少 して居 り,癌 性貧血の一因をな

す.

3) 胃組織の内,体 部組織 「エキス」中に

最 も多 く造血物質 を含有す.

4) 胃筋層 「エキス」中には造血物質 を缺

如す るも,胃 粘膜 「エキス」 に胃筋層 を加え
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ることによ り造血作 用は増強される.之 れは

胃筋層中には造血因子(内 因子)は 存在せ ざ

るも,筋 層中の外 因子が粘膜 中の外 因子 の不

足を補つて造血物質生成が充分 に行われる為

めである.

5) 生成 された造血物質は70度30分, 100

度5分 の加熱 に依つて変化を来 さない.

6) 胃組織 「エキス」の造血作 用はその胃

液酸度 と無関係である.

稿 を終 るに臨み御懇篤なる御指導 と御校閲の労 を
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